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 労働大学再建２０周年記念集会の成果を具体的な力に 

２３年６月１１日（日）に開催された「労働大学再建２０周年記念集会」で再確認され

た「労大運動とは大衆学習運動である」という本質的意義を理解することが大切です。 

今回の２０周年集会で、労働大学のこれまでの歴史を総括し提案された内容は、まさに

階級及び階級闘争としての労働大学・大衆学習運動の重要性・必要性です。記念講演の

DVDも参考にして活用して下さい。 

全国各地で２０周年運動を！との呼び掛けで、１０月２９日（日）に労大再建２０周年

記念四国ブロック集会が、四国四県から４８名の仲間が結集し、徳島・三好市で開催され

ました。来賓として、新社会党四国ブロック代表、社会主義協会代表から祝辞をいただき

ました。 

学長の記念講演と三池闘争で生まれた歌、９曲を四国ブロック合唱班が披露しました。

三池闘争の再認識もすることが出来ました。最後に全員でインターナショナルを合唱し、

成功裏に終えることが出来ました。 

 労働大学の果たす役割と課題 

労働大学の任務は、科学的社会主義、マルクス・レーニン主義思想をまなび、広めるこ

とです。全国の職場と地域に大衆学習運動、総学習運動を組織することです。 

具体的には、全国各地で取り組まれている大衆学習運動としての「労働大学まなぶ友の

会運動」の強化・拡大です。資本に対する怒りを組織する『月刊まなぶ』拡大運動です。

これらの運動を通して培われた「相互討論」による人間としての成長、労働者階級として

の自覚と誇りです。社会主義運動、労働運動は、私たち自身と仲間との「人間性回復」あ

るいは「人間性を高める」闘いであるこということです。 

困難な中でも、学習会は、続けることが何よりも大切です。学習会は、ただ学習すると

いうだけでなく、大事なことは学習活動、相互討論を通して参加している仲間が同志意識

を持つようになり、運動の中で協力して活動するようになります。各人の個性を生かす協

力体制の中から、そのように変化・成長して組織的な力に発展します。知識から思想へ、

人間としての成長です。 

『月刊まなぶ』２１年目の新たな一歩を 

労働大学の再建で、「はたらくもののほん」として、２００４年１月号からスタートした

『月刊まなぶ』も２４年１月号で２１年目を迎えることになりました。 

労働現場からの怒りの声や、教育現場や医療現場、地域のユニオン運動や食と農業運動

からの声、さらに反戦平和を願う熱い思いなど、内容的にも質的に高められ、多くの仲間



の心をとらえています。労働大学ホームページの充実と改善、活用も広める努力をしてい

きます。ぜひ見てください！ 

これまで編集実務を担ってこられた栗原規昭さんが健康上、２３年4月号から任務を引

くことになりましたが、長年大変お世話になりました。ありがとうございます。 

これからは、芳賀芳美さんを中心に新しい編集スタッフで、より多くの仲間の関りで、

執筆者も可能な限り全国から参加できるようにアンテナを高くして、労働者階級・働く者

の血肉になるように努力していきます。なお、表紙絵の古屋昌子さんも、３００号まで頑

張るとの決意をいただいていますので、皆さんからの激励もよろしくお願いします。 

高知県協から『月刊まなぶ』に、新たなコーナー新設の提案もありましたが、全国偏執

会議で検討させてください。 

 仲間に学ぶ、今こそ、大衆の中へ 

 「みんなの学習講座」の『イギリスにおける労働者階級の状態』も大変好評です。２４

年４月号からは、四国ブロック担当で『共産主義における「左翼」小児病』が始まりま

す。この書を学ぶにあたって、四国ブロックでは「人生の書である」との認識を共有して

第１回学習会がスタートしました。 

今こそ、あらゆる困難を乗り越えて大衆の中へ入っていくことが求められています。具

体的には、若い仲間への声かけを重視しながら、内外の五人組運動の強化です。 

私たち課題は、しっかりと根を伸ばし、根を張り、粘り強く寄り添い仲間を組織するこ

とです。伝えることの難しさを感じながら、その為にも自らが労働者としての誇りと労働

者思想を持った、目的意識的な日常活動を送ることが大切です。目標と方針をもって、大

衆に学ぶという姿勢が求められています。健康を第一にしながら、継続した運動を共に頑

張りましょう！ 

  


